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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月14日(2020.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　別の実施形態によれば、フィルム、好ましくは表面処理されたフィラー材生成物を含む
少なくとも１つの層は、ａ）１．８～２．４ｇ／ｃｍ３、好ましくは１．８～２．３５ｇ
／ｃｍ３、より好ましくは１．８５～２．３ｇ／ｃｍ３、最も好ましくは１．９～２．２
５ｇ／ｍ３の範囲の密度、及び／又はｂ）５０％以上、好ましくは５５％以上、最も好ま
しくは６０％以上の不透明度、を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　本発明の意味における用語「低密度」は、１．８～２．４ｇ／ｃｍ３、好ましくは１．
８～２．３５ｇ／ｃｍ３、より好ましくは１．８５～２．３ｇ／ｃｍ３、最も好ましくは
１．９～２．２５ｇ／ｍ３の密度を有する単層又は多層ポリエステルフィルム、又は対応
する層を指す。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３９】
　単層又は多層ポリエステルフィルムは、特に表面処理されたフィラー材生成物を含まな
いフィルムと比較して低密度を特に特徴とする。したがって、単層又は多層ポリエステル
フィルム、特に少なくとも１種のポリエステル及び表面処理されたフィラー材生成物を含
む層は、好ましくは１．８～２．４ｇ／ｃｍ３、好ましくは１．８～２．３５ｇ／ｃｍ３

、より好ましくは１．８５～２．３ｇ／ｃｍ３、最も好ましくは１．９～２．２５ｇ／ｍ
３の密度を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４１】
　一実施形態によれば、単層又は多層ポリエステルフィルム、特に少なくとも１種のポリ
エステル及び表面処理されたフィラー材生成物を含む層は、０．５～２０００μｍ、好ま
しくは４～１５００μｍ、より好ましくは５～１３００μｍ、最も好ましくは６～１００
０μｍ、例えば８～５００μｍの厚さ中央値及び１．８～２．４ｇ／ｃｍ３、好ましくは
１．８～２．３５ｇ／ｃｍ３、より好ましくは１．８５～２．３ｇ／ｃｍ３、最も好まし
くは１．９～２．２５ｇ／ｍ３の密度を有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４９】
　したがって、単層又は多層ポリエステルフィルム、特に少なくとも１種のポリエステル
及び表面処理されたフィラー材生成物を含む層は、好ましくは、
　ａ）１．８～２．４ｇ／ｃｍ３、好ましくは１．８～２．３５ｇ／ｃｍ３、より好まし
くは１．８５～２．３ｇ／ｃｍ３、最も好ましくは１．９～２．２５ｇ／ｍ３の範囲の密
度、及び／又は
　ｂ）５０％以上、好ましくは５５％以上、最も好ましくは６０％以上の不透明度、
　を有する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５０】
　例えば、単層又は多層ポリエステルフィルム、特に少なくとも１種のポリエステル及び
表面処理されたフィラー材生成物を含む層は、好ましくは、
　ａ）１．８～２．４ｇ／ｃｍ３、好ましくは１．８～２．３５ｇ／ｃｍ３、より好まし
くは１．８５～２．３ｇ／ｃｍ３、最も好ましくは１．９～２．２５ｇ／ｍ３の範囲の密
度、又は
　ｂ）５０％以上、好ましくは５５％以上、最も好ましくは６０％以上の不透明度、
　を有する。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単層又は多層ポリエステルフィルムであって、前記フィルムの少なくとも１つの層が、
前記層の総重量に基づいて、２０．０～７０重量％未満の範囲の量の少なくとも１種のポ
リエステル及び３０超～８０．０重量％の範囲の量の表面処理されたフィラー材生成物を
含み、前記表面処理されたフィラー材生成物が、
　Ａ）０．５μｍ～３．０μｍの範囲の重量中央粒径ｄ５０を有する少なくとも１種の粉
砕炭酸カルシウム含有フィラー材、並びに
　Ｂ）前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材の表面上の処理層であっ
て、
　　ｉ．１種以上のリン酸モノエステル及びその塩反応生成物及び／又は１種以上のリン
酸ジエステル及びその塩反応生成物の、リン酸エステルブレンド、及び／又は
　　ｉｉ．少なくとも１種の飽和脂肪族直鎖又は分枝鎖カルボン酸及びその塩反応生成物
、及び／又は
　　ｉｉｉ．少なくとも１種の脂肪族アルデヒド及び／又はその塩反応生成物、及び／又
は
　　ｉｖ．置換基中の炭素原子総量が少なくともＣ２～Ｃ３０の直鎖、分枝鎖、脂肪族及
び環式の基から選択される基で一置換された無水コハク酸からなる、少なくとも１種の一
置換無水コハク酸及び／又はその塩反応生成物、及び／又は
　　ｖ．少なくとも１種のポリジアルキルシロキサン、及び／又は
　　ｖｉ．ｉ．～ｖ．に記載の材料の混合物、
　を含む、処理層
を含み、
　前記表面処理されたフィラー材生成物が、前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含
有フィラー材の総乾燥重量に基づいて、０．１～２．３重量％の量で前記処理層を含む、
単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項２】
　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、前記表面処理されたフィラー材生成物を前記層の総重量に基づ
いて、３０．０１～８０．０重量％の量で含む、請求項１に記載の単層又は多層ポリエス
テルフィルム。
【請求項３】
　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、前記表面処理されたフィラー材生成物を前記層の総重量に基づ
いて、３０．１～７８．０重量％の量で含む、請求項１に記載の単層又は多層ポリエステ
ルフィルム。
【請求項４】
　前記少なくとも１種のポリエステルが、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）、ポリ乳酸（ＰＬ
Ａ）、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、ポリヒドロキシブチレート（ＰＨＢ）、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリトリメチ
レンテレフタレート（ＰＴＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンフ
ラノエート（ＰＥＦ）、バイオベースポリエステル、ポリエステルリサイクル材料及びそ
れらの混合物からなる群から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の単層又は
多層ポリエステルフィルム。
【請求項５】
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　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、前記少なくとも１種のポリエステルを前記層の総重量に基づい
て、２０．０～６９．９９重量％の範囲の量で含む、請求項１～４のいずれか一項に記載
の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項６】
　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、前記少なくとも１種のポリエステルを前記層の総重量に基づい
て、２２．０～６９．９重量％の範囲の量で含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の
単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項７】
　前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材が、湿式又は乾式粉砕炭酸カ
ルシウム含有フィラー材である、請求項１～６のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリ
エステルフィルム。
【請求項８】
　前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材が、湿式粉砕炭酸カルシウム
含有フィラーである、請求項１～６のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフ
ィルム。
【請求項９】
　前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材が、天然粉砕炭酸カルシウム
、沈降炭酸カルシウム、改質炭酸カルシウム、表面処理炭酸カルシウム、又はそれらの混
合物である、請求項１～８のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項１０】
　前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材が、天然粉砕炭酸カルシウム
である、請求項１～８のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材が、
　ａ）０．５μｍ～２．５μｍの重量中央粒径ｄ５０、及び／又は
　ｂ）１５μｍ以下のトップカット粒径ｄ９８、及び／又は
　ｃ）全粒子の少なくとも１５重量％が、０．５μｍ未満の粒径を有するような細かさ、
及び／又は
　ｄ）ＩＳＯ　９２７７による窒素及びＢＥＴ法を用いて測定して、０．５～１５０ｍ２

／ｇの比表面積（ＢＥＴ）
　を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム
。
【請求項１２】
　前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材が、
　ａ）０．５μｍ～２．０μｍの重量中央粒径ｄ５０、及び／又は
　ｂ）１０μｍ以下のトップカット粒径ｄ９８、及び／又は
　ｃ）全粒子の少なくとも２０重量％が、０．５μｍ未満の粒径を有するような細かさ、
及び／又は
　ｄ）ＩＳＯ　９２７７による窒素及びＢＥＴ法を用いて測定して、０．５～５０ｍ２／
ｇの比表面積（ＢＥＴ）
　を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム
。
【請求項１３】
　前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材の表面上の前記処理層が、少
なくとも１種の飽和脂肪族直鎖又は分枝鎖カルボン酸及びその塩反応生成物、並びに／又
は置換基中の炭素原子総量が少なくともＣ２～Ｃ３０の直鎖、分枝鎖、脂肪族及び環式の
基から選択される基で一置換された無水コハク酸からなる少なくとも１種の一置換無水コ
ハク酸及び／若しくはその塩反応生成物を含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の
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単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項１４】
　前記少なくとも１種の飽和脂肪族直鎖又は分枝鎖カルボン酸及びその塩反応生成物が、
ペンタン酸、ヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデカン酸
、ラウリン酸、トリデカン酸、ミリスチン酸、ペンタデカン酸、パルミチン酸、ヘプタデ
カン酸、ステアリン酸、ノナデカン酸、アラキジン酸、ヘンイコシル酸、ベヘン酸、トリ
コシル酸、リグノセリン酸及びそれらの混合物からなるカルボン酸からなる群から選択さ
れるものである、請求項１３に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項１５】
　前記表面処理されたフィラー材生成物が、前記処理層を、前記少なくとも１種の粉砕炭
酸カルシウム含有フィラー材の総乾燥重量に基づいて、０．２～２．０重量％の量で含む
、請求項１～１４のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項１６】
　前記表面処理されたフィラー材生成物が、前記処理層を、前記少なくとも１種の粉砕炭
酸カルシウム含有フィラー材の総乾燥重量に基づいて、０．４～１．９重量％の量で含む
、請求項１～１４のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項１７】
　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、熱可塑性ポリマーをさらに含み、前記熱可塑性ポリマーが、ポ
リオレフィン、環状オレフィンコポリマー（ＣＯＣ）、ポリケトン、ポリスルホン、フル
オロポリマー、ポリアセタール、アイオノマー、アクリル樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリ
ウレタン、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリアクリロニトリル、並びにそれらの共重
合樹脂及び混合物からなる群から選択され、熱可塑性ポリマーが、前記少なくとも１種の
ポリエステル中に分散されている、請求項１～１６のいずれか一項に記載の単層又は多層
ポリエステルフィルム。
【請求項１８】
　前記熱可塑性ポリマーが、架橋剤で架橋されたものであり、ポリオレフィンが、ポリプ
ロピレン、ポリエチレン、ポリブチレン及びそれらの混合物からなる群から選択されるも
のである、請求項１７に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項１９】
　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、前記熱可塑性ポリマーを前記層の総重量に基づいて、０．１～
２９．９重量％の量で含む、請求項１７又は１８に記載の単層又は多層ポリエステルフィ
ルム。
【請求項２０】
　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、前記熱可塑性ポリマーを前記層の総重量に基づいて、１～２８
重量％の量で含む、請求項１７又は１８に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項２１】
　前記フィルムが、
　ａ）１．８～２．４ｇ／ｃｍ３の範囲の密度、及び／又は
　ｂ）５０％以上の不透明度、
　を有する、請求項１～２０のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム
。
【請求項２２】
　前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー材生成物を含む前
記層が、
　ａ）１．８～２．３５ｇ／ｃｍ３の範囲の密度、及び／又は
　ｂ）５５％以上の不透明度、
　を有する、請求項１～２０のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム
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。
【請求項２３】
　前記フィルムの、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む前記層が、前記表面処理されたフィラー材生成物とは異なる無機フィラー
材をさらに含む、請求項１～２２のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィ
ルム。
【請求項２４】
　前記表面処理されたフィラー材生成物とは異なる無機フィラー材が、アルミナ、シリカ
、二酸化チタン、炭酸バリウム、硫酸カルシウム及び硫酸バリウムから選択されるアルカ
リ金属塩、並びにそれらの混合物からなる群から選択されるものを、前記層の総重量に基
づいて１～１０重量％の量で含む、請求項２３に記載の単層又は多層ポリエステルフィル
ム。
【請求項２５】
　前記フィルムが、光安定剤、蛍光増白剤、青色染料、ブロッキング防止剤、白色顔料及
びそれらの混合物からなる群から選択される添加剤を含む、請求項１～２４のいずれか一
項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項２６】
　前記フィルムが、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー
材生成物を含む層であり、前記光安定剤が、２－ヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロ
キシベンゾトリアゾール、有機ニッケル化合物、サリチル酸エステル、桂皮酸エステル誘
導体、レゾルシノールモノベンゾエート、オキサニリド、ヒドロキシ安息香酸エステル、
立体障害アミン及びトリアジンからなる群から選択され、青色染料がポリエステルに可溶
な青色染料である、請求項２５に記載の単層又は多層ポリエステルフィルム。
【請求項２７】
　キャストフィルム、インフレートフィルム、ダブルバブルフィルム又は一軸配向ポリエ
ステルフィルムである、請求項１～２６のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステ
ルフィルム。
【請求項２８】
　請求項１～２７のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルムを製造する
ための方法であって、以下の工程：
　ａ）少なくとも１種のポリエステル及び表面処理されたフィラー材生成物を含む組成物
を提供する工程、並びに
　ｂ）工程ａ）の組成物からフィルムを形成する工程、
　を含み、
　前記表面処理されたフィラー材生成物が、
　Ａ）０．５μｍ～３．０μｍの範囲の重量中央粒径ｄ５０を有する少なくとも１種の粉
砕炭酸カルシウム含有フィラー材、並びに
　Ｂ）前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材の表面上の処理層であっ
て、
　　ｉ．１種以上のリン酸モノエステル及びその塩反応生成物及び／又は１種以上のリン
酸ジエステル及びその塩反応生成物の、リン酸エステルブレンド、及び／又は
　　ｉｉ．少なくとも１種の飽和脂肪族直鎖又は分枝鎖カルボン酸及びその塩反応生成物
、及び／又は
　　ｉｉｉ．少なくとも１種の脂肪族アルデヒド及び／又はその塩反応生成物、及び／又
は
　　ｉｖ．置換基中の炭素原子総量が少なくともＣ２～Ｃ３０の直鎖、分枝鎖、脂肪族及
び環式の基から選択される基で一置換された無水コハク酸からなる少なくとも１種の一置
換無水コハク酸及び／又はその塩反応生成物、及び／又は
　　ｖ．少なくとも１種のポリジアルキルシロキサン、及び／又は
　　ｖｉ．ｉ．～ｖ．に記載の材料の混合物、
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　を含む、処理層
を含み、
　前記表面処理されたフィラー材生成物が、前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含
有フィラー材の総乾燥重量に基づいて、０．１～２．３重量％の量で前記処理層を含む、
単層又は多層ポリエステルフィルムを製造するための方法。
【請求項２９】
　工程ａ）で提供される前記組成物が、前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面
処理されたフィラー材生成物を混合及び／又は混練して混合物を形成し、得られた混合物
を連続的にペレット化することによって得られるマスターバッチであるか、又は前記少な
くとも１種のポリエステルと前記表面処理されたフィラー材生成物とを混合及び／又は混
練して混合物を形成し、前記得られた混合物を連続的にペレット化することによって得ら
れるコンパウンドである、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　工程ａ）で提供される前記組成物が、前記表面処理されたフィラー材生成物を、マスタ
ーバッチ又はコンパウンドの総重量に基づいて、３０超～８５重量％の量で含むマスター
バッチ又はコンパウンドである、請求項２８又は２９に記載の方法。
【請求項３１】
　工程ａ）で提供される前記組成物が、前記表面処理されたフィラー材生成物を、マスタ
ーバッチ又はコンパウンドの総重量に基づいて、３５～８０重量％の量で含むマスターバ
ッチ又はコンパウンドである、請求項２８又は２９に記載の方法。
【請求項３２】
　工程ａ）の少なくとも１種のポリエステル及び表面処理されたフィラー材生成物を含む
前記組成物が、前記表面処理されたフィラー材生成物を前記少なくとも１種のポリエステ
ルの重縮合過程に添加することによって得られる、請求項２８～３１のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項３３】
　前記表面処理されたフィラー材生成物の添加が、前記少なくとも１種のポリエステルの
重縮合過程の前又は後である、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　方法工程ａ）及びｂ）を同時に実施する、請求項２８～３３のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項３５】
　前記少なくとも１種のポリエステル及び前記表面処理されたフィラー材生成物を押出機
に直接添加し、工程ｂ）を実施することにより、前記方法工程ａ）及びｂ）を同時に実施
する、請求項２８～３３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３６】
　工程ｂ）で得られた前記フィルムを縦方向（ＭＤ）又は横方向（ＴＤ）のうちの一方向
のみに延伸する工程ｃ）をさらに含む、請求項２８～３５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３７】
　前記層の総重量に基づいて、２０．０～７０重量％未満の範囲の量の少なくとも１種の
ポリエステル及び３０超～８０．０重量％の範囲の量の表面処理されたフィラー材生成物
を含む少なくとも１つの層を含む単層又は多層ポリエステルフィルムにおける、前記表面
処理されたフィラー材生成物のボイド形成剤としての使用であって、前記表面処理された
フィラー材生成物が、
　Ａ）０．５μｍ～３．０μｍの範囲の重量中央粒径ｄ５０を有する少なくとも１種の粉
砕炭酸カルシウム含有フィラー材、並びに
　Ｂ）前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含有フィラー材の表面上の処理層であっ
て、
　　ｉ．１種以上のリン酸モノエステル及びその塩反応生成物及び／又は１種以上のリン
酸ジエステル及びその塩反応生成物の、リン酸エステルブレンド、及び／又は
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　　ｉｉ．少なくとも１種の飽和脂肪族直鎖又は分枝鎖カルボン酸及びその塩反応生成物
、及び／又は
　　ｉｉｉ．少なくとも１種の脂肪族アルデヒド及び／又はその塩反応生成物、及び／又
は
　　ｉｖ．置換基中の炭素原子総量が少なくともＣ２～Ｃ３０の直鎖、分枝鎖、脂肪族及
び環式の基から選択される基で一置換された無水コハク酸からなる少なくとも１種の一置
換無水コハク酸及び／又はその塩反応生成物、及び／又は
　　ｖ．少なくとも１種のポリジアルキルシロキサン、及び／又は
　　ｖｉ．ｉ．からｖ．に記載の材料の混合物、
　を含む、処理層
を含み、
　前記表面処理されたフィラー材生成物が、前記少なくとも１種の粉砕炭酸カルシウム含
有フィラー材の総乾燥重量に基づいて、０．１～２．３重量％の量で前記処理層を含む、
使用。
【請求項３８】
　請求項１～２７のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルムを含む物品
であって、包装製品、食品接触用途、紙又はガラスの被覆、断熱材、ソーラー、海洋又は
航空用途、科学、電子若しくは音響用途、グラフィックアート、フィルター製品、化粧品
、家庭用品イメージング、記録媒体、又は熱転写画像形成又は工業製品からなる群から選
択される物品。
【請求項３９】
　請求項３８に記載の単層又は多層ポリエステルフィルムを含む物品であって、前記包装
製品が可撓性包装製品であり、前記ソーラー用途が光起電性の前面又はバックシートであ
り、前記科学、電子若しくは音響用途がディスプレイ、ワイヤ、ケーブル、無線周波数識
別、フレキシブル回路であり、前記グラフィックアートがラベル、ストーンペーパー、バ
ッグ、パッケージ、箱、本、小冊子、パンフレット、ポイントカード、名刺、グリーティ
ングカード、段ボール、封筒、食品トレイ、ラベリング、ゲーム、タグ、雑誌、標識、広
告板、文房具、日記、パッド又はノートブック、又はホログラム、であり、前記記録媒体
が印画紙、Ｘ線フィルムであり、前記熱転写画像形成又は工業製品がコンデンサー、剥離
シート、ガラス繊維パネル、ラミネートフィルム、ホットスタンプ箔又は断熱外装である
物品。
【請求項４０】
　請求項１～２７のいずれか一項に記載の単層又は多層ポリエステルフィルムの使用であ
って、包装製品、食品接触用途、紙又はガラスの被覆、断熱材、ソーラー、海洋又は航空
用途、科学、電子若しくは音響用途、グラフィックアート、フィルター製品、化粧品、家
庭用品イメージング、記録媒体、又は熱転写画像形成又は工業製品における使用。
【請求項４１】
　請求項４０に記載の単層又は多層ポリエステルフィルムの使用であって、前記包装製品
が可撓性包装製品であり、前記ソーラー用途が光起電性の前面又はバックシートであり、
前記海洋又は航空用途、科学、電子若しくは音響用途がディスプレイ、ワイヤ、ケーブル
、無線周波数識別、フレキシブル回路であり、前記グラフィックアートがラベル、ストー
ンペーパー、バッグ、パッケージ、箱、本、小冊子、パンフレット、ポイントカード、名
刺、グリーティングカード、段ボール、封筒、食品トレイ、ラベリング、ゲーム、タグ、
雑誌、標識、広告板、文房具、日記、パッド又はノートブック、及びホログラムであり、
前記記録媒体が印画紙、Ｘ線フィルムであり、前記熱転写画像形成又は工業製品がコンデ
ンサー、剥離シート、ガラス繊維パネル、ラミネートフィルム、ホットスタンプ箔又は断
熱外装である使用。
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